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論文内容の要旨
【目的】 2型糖尿病患者の腎内動脈の機能を評価するために、ニトログリセリン負荷に対する腎内血行動
態の変化をドプラーエコー法で評価し、その変化に及ぼす影響因子につき検討した。
【対象・方法】対象は腎不全やネフローゼ症候群を示めさない 2型糖尿病患者124名 (58.1:t12.6才)と健
常人25名 (56.6:t12才)。ドプラー超音波診断装置(アロカSSD2000)を用いて、腎葉間動脈における血流
抵抗指数 (resistiveindex， RI)を測定し、ニトログリセリン0.3mg舌下投与後10分間にわたりRI値の変
化量 (~RI)を測定したo X分後におけるRI値 (RI-x) のパーセント変化率 (%~RI)は、 (RI-x-RI-o) 
X100/RI-oで計算した (RI-oは負荷前RI値)0 10分間の%~RIの変化総量を台形法による時間曲線下面
積にて評価し、ニトログリセリン反応性の指標として解析した。
【結果】ニトログリセリン投与後のRI値は健常人、糖尿病患者ともに 3--5分後をピークに低下したが、
健常人に比し糖尿病患者ではその低下率は有意に軽度であった (p<0.05)。健常人に比し糖尿病患者では、
時間曲線下面積で評価したニトログリセリン反応性は有意に低値であった (p<0.05)。糖尿病患者におけ
るニトログリセリン反応性は、年齢 (r= -0.492， p<O.OOOl)、クレアチニンクリアランス (r=0.441，
p<O.OOOl)と有意な相関があり、また喫煙者は非喫煙者に比し有意に低値であり (p<0.05)、さらに顕
性蛋白尿患者では蛋白尿を認めない患者に対し有意に低値であった (p<0.003)。重回帰分析では、ニト
ログリセリン反応性に対して、年齢、喫煙の有無、顕性蛋白尿の有無が有意な独立した影響因子であった
(R2 =0.328、p<O.OOOl)。
【結語】健常人に比し糖尿病患者では、ニトログリセリン刺激に対する腎内動脈の反応性が有意に低下し
ており、糖尿病患者では腎内動脈の機能障害が存在することが示された。またその機能障害に影響する独
立した因子として、加齢・喫煙・蛋白尿が認められた。
論文審査の結果の要旨
2型糖尿病患者の腎内動脈の機能を評価するために、ニトログリセリン負荷に対する腎内血行動態の変
化をドプラーエコー法で評価し、その変化に及ぼす影響因子につき検討した。対象は腎不全やネフローゼ
症候群を示めさない 2型糖尿病患者124名 (58.1:t12.6才)と健常人25名 (56.6:t12才)。ドプラー超音波診
断装置(アロカSSD2000)を用いて、腎葉間動脈における血流抵抗指数 (resistiveindex， RI)を測定し、
ニトログリセリン0.3mg舌下投与後10分間にわたり RI値の変化量 (~RI)を測定した。 x分後における RI
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値 (RI-X)のパーセント変化率(%ムRI)は、 (RI-X-RI-O) X 100/RI-Oで計算した (RI-Oは負荷前RI
値)010分間の%d.RIの変化総量を台形法による時間曲線下面積にて評価し、ニトログリセリン反応性の
指標として解析した。ニトログリセリン投与後のRI値は健常人、糖尿病患者ともに 3--5分後をピーク
に低下したが、健常人に比し糖尿病患者ではその低下率は有意に軽度であった (p<0.05)。健常人に比し
糖尿病患者では、時間曲線下面積で評価したニトログリセリン反応性は有意に低値であった (p<0.05)。
糖尿病患者におけるニトログリセリン反応性は、年齢 (r= -0.492， p<O.OOOl)、クレアチニンクリアラ
ンス (r=0.441，p<O.OOOl)と有意な相関があり、また喫煙者は非喫煙者に比し有意に低値であり
(p<0.05)、さらに顕性蛋白尿患者では蛋白尿を認めない患者に対し有意に低値であった (p<0.003)。重
回帰分析では、ニトログリセリン反応性に対して、年齢、喫煙の有無、顕性蛋白尿の有無が有意な独立し
た影響因子であった (R2 = 0.328， p<O.OOOl)。健常人に比し糖尿病患者では、ニトログリセリン刺激に
対する腎内動脈の反応性が有意に低下しており、糖尿病患者では腎内動脈の機能障害が存在することが示
された。またその機能障害に影響する独立した因子として、加齢・喫煙・蛋白尿が認められた。
以上の研究結果は腎臓内科学、糖尿病性腎症の病態研究に貢献するものであり、博士(医学)の学位を
授与されるに値するものと判定された。
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